予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：農林水産費　項：農業費　目：主要農作物対策費　　　
	事業名　農業機械利用総合対策推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　農政部 農産園芸課　水田経営係　電話番号：058-272-1111（内2864）

　　　　　　　E-mail： c11423＠pref.gifu.lg.jp
１　事業費　1,658千円（前年度予算額： 1,658 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,658
	0
	0
	0
	566
	0
	0
	0
	1,092

	要求額
	1,658
	0
	0
	0
	460
	0
	0
	0
	1,198

	決定額
	1,658
	0
	0
	0
	460
	0
	0
	0
	1,198


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　農業機械の大型・高性能化や農業生産資材価格の高騰が進む中、集落営農による生産体制や農地集積による効率的な生産体系が拡大している。そのため、大型・高性能農業機械の利用知識・技能を有したオペレーター人材の育成の支援や、コスト縮減のための効率的な利用の推進が急務となっている。
また、高額な農業機械の更新は、農業経営の大きな負担となっている。
　　　一方、農業従事者の高齢化等に伴い、農業機械の利用に起因する農作業死
亡等事故が毎年度発生している。
このため、農業機械が安全利用できる点検・修理等整備体制の確保や、効率利用の推進、農作業安全対策の啓発活動の徹底が必要となっている。
（２）事業内容
ア　農業機械利用促進対策
· 大型・高性能農業機械の適正な利用知識・技能を有するオペレーター人材を育成するための農業機械士養成研修を実施する。

　　　　　【農業機械士】研修受講枠　24名（うち、女性優先枠3名）
· 複数の農業者間で機械の共用を図ることで、１台の農業機械の稼働面積を拡大し、利用効率を高める取組を推進するため、農業機械整備・効率利用講習を実施する。
イ　農業機械適正整備対策
農業機械整備施設の認定
ウ　農作業安全対策
　　　　農作業事故調査の実施、農作業安全手引きの作成
　　　　農作業安全普及啓発活動の実施
（３）県負担・補助率の考え方

農業機械の大型化・高性能化が進むなか、その適正な利用及び農作業安全確保が必要となっており、県として積極的な支援が必要。
（４）類似事業の有無
　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	24
	農業機械整備・効率利用講習

	旅費
	141
	農業機械士養成研修、農業機械整備・効率利用講習、
農業機械整備施設認定、農作業安全啓発活動旅費

	需用費
	266
	事務用消耗品購入費、農作業安全啓発チラシ印刷

	役務費
	25
	通信運搬費

	委託料
	868

	農業機械士養成研修、農業機械整備・効率利用講習、
農作業安全講習業務委託

	使用料及び賃借料
	334
	民間教習所使用料、農業機械借用料

	合計
	1,658
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
　①　法令等との関係
　　農業機械化促進法
  　ア　国の状況　・高性能農業機械等の試験研究、実用化の促進及び導入に関する基本方針」を策定(平成27年４月)
・「農作業安全のための指針」を策定(平成14年３月)
イ　県の状況　・法に基づき、農業生産力の増進と農業経営の改善に資することを目的に「岐阜県特定高性能農業機械導入計画」を改訂（平成27年3月）
　　　　　　　　　・毎年度、「農作業安全の手引き」を作成。

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	農業者を対象に、大型化・高性能化する農業機械の利用知識及び技能を習得してもらい、習得した農業者を中心とした地域農業の農業機械の適正な利用の推進と農作業安全の確保を行う。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	農業機械士　
	640
（S56）
	2,565

(H26)
	2,619
(H27)
	2,646
(H28)
	2,635

(H28)
	％
100

	指導農業機械士


	38
（H9）
	46

（H22）
	51
（H25）
	51
（H25）
	58

（H28）
	％
88


○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成28年度の取組）

	・事業の活動内容

大型高性能農業機械の利用知識・技能が習得できる研修（学科・実技）を実施し、新たに農業機械士27名(一般の部)を認定した。

農業機械士　学科：１回(10月)、実技:計４回(10、11月)開催
指導農業機械士　学科:2日間(11月)、実技:3日間(12月)　1回ずつ開催
農作業事故調査に基づき、農作業死亡事故が多い時期（６月・９月）に農作業事故防止に係る啓発活動を実施した。


（平成28年度の成果）

	・平成28年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

農業機械士の認定により、農業機械の適正利用や農作業安全等に関する知識・技能を有する人材を養成した。今後、指導農業機械士を12月、農業機械士(農大生の部)を平成29年3月に認定する。
農作業事故調査に基づく啓発活動により、農作業死亡事故の発生抑制につながっている。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	農業機械の適正利用や農作業安全等に関する知識・技能を有する人材の育成は重要であるため、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	地域農業の中心となる農業者に地域・技能を習得してもらうことで、地域において、農業機械のオペレーター育成および適正利用促進につながっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	一般農業者においては、受講枠数の拡充（H26年度）により、受講希望におおむね対応できた。今後も、農業団体と協力し、より効率的な研修の実施方法を検討する。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
担い手への農地集積が進む中、大型・高性能農業機械の利用知識・技能を有した人材の育成が課題となっている。
一方、農業従事者の高齢化に伴い、誤操作に起因する農作業死亡事故が多発しており、農作業事故防止の啓発活動の徹底が課題となっている。

また、高額な農業機械の更新は、農業経営の大きな負担となっていることから、コスト縮減のための効率的な利用の推進が急務である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

農業機械の適正利用や農作業安全確保に向け、引き続き、知識・技能を有する多様な人材の養成を図る。

市町村、農業団体、機械メーカーと連携しながら、農作業死亡事故が多い時期（６月・９月）を中心に、農作業安全対策の啓発活動の徹底を図る。
農業機械のコスト縮減と一層の安全利用の推進のため、農業機械の点検・修理等整備体制の確保や、効率利用の推進を図る。


